
 
 
 

「新たな地域の保健師の保健活動指針」を踏まえこれから
の保健師活動をどのように考え、展開していくか 
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まずは、島根県はどこにあるの？ 

島根県ホーム
ページ 
より引用 



雲南市の地勢 

• 大東町・加茂町・木次町・三刀屋町・吉田町・掛合町で構成される雲南市
は、島根県の東部に位置し、松江市、出雲市に隣接し、南部は広島県に
接しています。 

  総面積は553.4k㎡で島根県の総面積の8.3％を占め、その大半を林野が

占めています。  

  

大東 
152.23k㎡ 

加茂 
30.9１k㎡ 

木次 
64.07k㎡ 

三刀屋 
82.68k㎡ 

吉田 
113.98k㎡ 

掛合 
109.5k㎡ 雲南市 

H16.11.1誕生 

雲南市の概況 



  日本桜名所百選に選ばれた斐伊川堤防の桜並木や
湯村温泉、ヤマタノオロチ伝説などの自然、歴史文
化があります。 産業では木次拠点工業団地に県内
屈指の製造業集積のほか有機農業への先駆的な取
り組みがあります。 

地域資源 

ホタルの乱舞 

木次町 

斐伊川堤防の桜並木 
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美しい農山村の風景 

雲南市にある様々な恵み 

多彩な歴史遺産 



人口予測グラフ （人口構成） 

（総務省統計局、国立社会保障・人口問題研究所及び島根県統計資料をもとに作成） №４ 



          0歳平均余命： 男性78.18年、女性85.88年  女性が7.7年長い 
       65歳平均余命： 男性18.21年、女性23.61年  女性が5.4年長い  
                          

一番長いの
は 
 
男性：松江
圏域 
女性：出雲
圏域 

一番長いの
は 
 

男性・女性と
も                  

雲南圏
域！ 

圏域別平均余命 

＜雲南圏域＞ 



    

男女とも雲
南圏域が一
番長い！！ 

男性 16.59 
年 
女性 20.50 
年 

圏域別６５歳平均自立期間 
･･･65歳の人が今後元気で活動的に暮らすこ
とができる期間 
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保健師等配置状況 

         

        保健師配置：（H2５年４月） 
        本庁（市役所）  
          健康福祉部 （福祉事務所） 
               健康福祉総務課 
                 長寿障害福祉課         
                 子育て支援課             
                 地域包括支援センター③ ：センター長１含む           
                  健康推進課  ⑦：次長、専門官含む                        
                   ＋ 栄養士、歯科衛生士 
               身体教育医学研究所①  
            総務部：人事課①                                  
           ６地区健康福祉センター⑧ 
                  
          雲南市立病院②                               
                                                            

 

○は保健師数 



保健師の年齢構成 

新任期 
20% 

中堅前期 
5% 

中堅中期 
30% 

中堅後期 
10% 

管理期 
35% 



市の業務や方針決定、討議、伝達方法 

（１）定例会（月1回） 

   全保健師、栄養士、歯科衛生士など 

（２）地区（６町）担当者会 

   総合センター保健師、健康推進課地区担当保健師 

（３）業務別担当者会 

 



定例会 



健康増進実施計画策定 
健康づくり推進協議会設置 

～定例会などで協議し、すこしづづ
形に仕上げていく～ 



大目標（健康なまちづくり） 

 誰もが生涯健康でいききと生きがいをもって暮らせるまちづくり 推進体制   

地域 
自主 
組織 

自治会 
（保健推進員） 

子ども
会 

婦人会 

老人クラブ 
価値観や経験を共有し、 
健康課題の解決に強い 
動機をもつネットワーク 

児童生徒やPTAのほか、 
地域住民 
の活動・交流の推進 

労働者やその家族の健康管理を 
担うとともに、地域社会への社会的 
責任を果たすことが求められる場 

業を通じて市民の健康課題 
を共有する営業者のネットワーク 

生協 

学校 

志に基づく縁 

地縁 

市
民 

ひだまり 

家族会 

食改 

CL 

【雲南市健康づくり推進協議会】 

役割①施策の提言と実施 ②官民一体となった事業の推進の母体 

地区担当 
保健師 

企業・保険者 営業者による連携 

健康推進協議会から 
出された課題を 
自主組織に 
提示してともに 
解決策を探る 

修正後 



今日お話したいこと 

１．雲南市の紹介 

２．保健師の配置と定例会 

３．保健師の人材育成計画 

４．今後の保健師活動について 

５．統括保健師の役割を考える 



平成25年度人材育成計画策定中 

• 平成23・24年度に以下を協議した 

 人材育成計画を策定するための考え方 

 ①今問題があるから取り組むのでなく、今後環境が変わって
も維持できるようにしていこう。 

  

 ②「保健活動の共通認識を持つこと」を目指して、人材育成計
画を意図した良好な職場環境づくりを視野に置き、大学・県
とも連携しながら計画の確認をしていく。 

  

 ③目指す保健師像についてラベルワークで確認した。 

 

 

 



人材育成計画策定中 



ＯＪＴ（職場内研修） 

１．雲南市公衆衛生活動報告会 

２．保健関係者定例会（月1回） 

３．日常業務の中での助言からの学び 

４．計画・意図的な職務の経験 

５．取り組みの成果を意図的・計画的に公
表する 

６．活動報告書 統計書の作成 

７．現任教育担当者：専門官（課長） 

 



off-ＯＪＴ 
１．新任研修（県・市）Ａ保健師・Ｂ保健師 

２．プリセプター研修（県）Ｃ保健師・Ｄ保健師 

３．企画研修「60歳代男性のがん及び大腸がん検診に対する意識と行動の
傾向」Ｅ保健師 

４．研究発表・・・ 

 ・島根県保健福祉環境研究発表会「地域自主組織との協働による健康な
リ地域づくり」 Ｆ保健師         

 ・日本看護学会学術集会小児看護「エジンバラ産後うつ自己評価票を活
用した子育て支援のあり方」Ｇ保健師         

 ・ 公衆衛生看護学会学術集会「地域で行う子育て支援と人材育成」Ｈ保健
師 

５．県外研修・・・中四国ブロック保健師研修、予防接種研修等 

６．県内研修・・・1人平均２．４回（2月末） 

７．圏域・市内研修・・・1人平均３．７回（2月末） 

＊他に包括支援センター、人事課、研究所等関連の研修あり） 



保健師人材育成における雲南市の現状 

新任期 
• 一般行政職として
の種々の研修を受
講。 

• 県主催の新人研
修を受講。 

• プリセプター、指導
者による体系的な
研修を体験。 

• 雲南市のプログラ
ム作成（Ｈ２４年） 

中堅期 
• 次期リーダーとし
ての中堅期が  
Ｈ２５年には５０％
を占める。 

• 次期リーダーとし
て必要な能力を整
えておくことが期待
される。 

• 系統的なプログラ
ムがない。 

管理期 
• 人材育成計画の
策定における調整
を担う責任。 

• 各種研修の企画・
調整役。 

• 雲南市人事評価
制度の評価者とし
ての研修受講。 
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今後の市の地域保健について協議 

 日 時：平成25年1月～6月定例会 

 場 所：木次総合センター 

 参加者：市関係者 

 内 容： 

   協議事項 現在の地域保健体制を確認し 

         将来の地域保健体制を構築する 

   資料 地域保健対策の推進に関する基本 

       的な指針について        



健康なまちづくりを推進するためのイメージ図 作成の意図  
健康づくり推進協議会による “健康なまちづくりを推進する”ためには、健推協と地域自主組織
と保健推進員の機能を整理し、地区担当制の在りかたを議論する必要性がある。 

 考え方の整理 

   
① 雲南市の健康づくりの単位は“地域自主組織” 

② 雲南市の保健師は、地域自主組織を受け持つ 

③ 健康づくり推進協議会の役割は市役所への施策提言  

④ 企業・保険者、営業者へのはたらきかけは市役所が行う  

⑤ 課題を絞り込むのは健推協、展開する単位は自主組織 
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統括保健師の役割 

• 統括保健師は、健康推進課長であることを組織内で認識
されてきた。 

• 分散配置（保健師22名＋栄養士など）の意見を組織横断
的に調整・支援し１つにまとめたこと 

• 地域の課題を明確にし、優先度判断を保健師全員の納得
の上ですすめてきたこと。 

• 保健師の人材育成計画を保健師の手でつくりあげつつあ
ること。あわせて人事課との協働になるよう調整したこと 

• 専門官（課長級）、グループリーダー（統括補佐）が仕事を
しやすいよう組織の調整をはかっていること 

• 他部門、他組織との調整を図ること 

• 保健師の力量形成をすることで、地域全体の健康水準の
向上をはかることができる。 
 



統括保健師の役割（今後への期待） 

• 採用や保健師配置に関する意見具申ができ
るようになることを期待したい。 

• 統括保健師は、現在健康推進課長が役割を
果たしているが、職務として事務分掌にあげ
ることを期待したい。 

 

 



。 


